
越 谷 市

・一般会計 1,324億

・特別会計（7会計） 613億

・病院事業会計 143億

・公共下水道事業会計 105億

・総額 2,186億

・市税 503億

　　うち個人市民税 226億

　　うち法人市民税 25億

　　うち固定資産税 191億

・地方交付税 78億

・市債 125億

9,680万円  （対前年度比　▲0.9％、▲1億3,300万円）

0,820万円  （対前年度比　＋0.4％、 ＋4,080万円）

1,700万円  （対前年度比　＋8.2％、＋165億2,780万円）

【歳入（一般会計）】　※参考：別添資料「当初予算の概要」のP3、P15～18

2,800万円  （対前年度比 ＋6.7％、＋31億7,900万円）

8,400万円  （対前年度比 ＋12.0％、＋24億2,700万円）

9,600万円  （対前年度比 ＋8.1％、＋1億9,500万円）

0,500万円  （対前年度比 ＋2.6％、＋4億8,800万円）

円  （対前年度比 ＋32.2％、＋19億円）

9,670万円  （対前年度比 ＋36.8％、＋33億8,630万円）

1,200万円  （対前年度比  ▲0.1％、▲8,000万円）

令和７年２月２０日　記者会見資料

【令和７年度当初予算の概要と主な事業】

【総括】
歳入の根幹を成す市税では、個人市民税などにおいて増収が見込まれ

るものの、すでに人口減少の局面を迎えていることなどから、今後の見
通しは不透明な状況にある。

一方、歳出では、人件費や物価が急騰する中で、少子高齢化等に伴う
社会保障関連経費の増加や、公共施設等の維持・更新、頻発化・激甚化
する自然災害、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）・ＧＸ（グ
リーントランスフォーメーション）への対応など、複雑・多様化する多
くの行政課題へ横断的な対応が求められており、引き続き、厳しい財政
運営を余儀なくされる状況にある。

このような中、令和７年度の当初予算では、「第５次総合振興計画」
の着実な推進と、『いのちと暮らしを守る』、『子どもが輝く社会
に』、『越谷の未来を創る』の実現に向け、限られた財源の効率的・効
果的な配分を意識し、予算編成を行った。

【予算規模】　※参考：別添資料「当初予算の概要」のP2

円  （対前年度比　＋14.4％、＋167億円）
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予算額 事業概要 課所室名

3,570万円

生涯学習・地域コミュニティ・地域福祉・防
災救援の4つの機能を持つ、地区センター・公民
館の計画的な整備を行う。

【今年度の取組】
市内11番目の大型館の設置に向け、測量・設

計委託を行う。

市民活動支援課

2億
6,476万円

市民の防犯意識を高めるため、関係機関や団
体と連携し、啓発活動を行うとともに、自主防
犯活動団体への支援や越谷市防犯協会への補助
金の交付を行う。

【今年度の取組】
　市内全域に街頭防犯カメラを300台設置する。

また、個人又は自治会が設置する防犯カメラ
の設置費用の一部について、補助金を交付す
る。

くらし安心課

100万円
【今年度の取組】

「越谷市犯罪被害者等支援条例」を制定し、
犯罪被害者等に必要な支援を行う。

くらし安心課

1億
461万円

災害予防対策として、防災知識啓発、防災訓
練、備蓄資器材整備、防災行政無線管理、防災
気象情報取得等の事業を実施する。

【今年度の取組】
令和7年度・令和8年度の2か年で地域防災計画

の全面改定を行う。
また、LINEを活用した防災情報提供ツールへ

の移行に向けた見直しを行う。

危機管理室
災害予防対策事業
（総務費）

【歳出（一般会計）】　※参考：別添資料「当初予算の概要」のP19～32

　　　　　　　　　　　　※予算額は、各事業全体の予算額です。

事業名
（款名）

川柳地区セン
ター・公民館整備
事業
（総務費）

防犯対策事業
（総務費）

犯罪被害者等支援
事業
（総務費）

◆『いのちと暮らしを守る』取組
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予算額 事業概要 課所室名
事業名
（款名）

3,080万円

太陽光エネルギーを利用した避難場所照明灯
の整備や、老朽化した避難場所誘導板の撤去を
行う。

また、埼玉県衛星系防災行政無線の再整備に
伴う負担金を支出する。

【今年度の取組】
発災時の飲料水等の安定的な提供のため、小

中学校の受水槽に採水口を設置する。

危機管理室

4億
7,679万円

がん、結核検診の実施により、早期発見、早
期治療につなげるとともに、予防知識の普及を
図る。

また、検診費用を助成し、受診率の向上を図
る。

【今年度の取組】
がん患者の負担軽減のため、ウィッグ・補整

具等の購入に係る費用の助成を行う。
また、AYA世代のがん患者の在宅療養に必要な

生活支援費用の助成を行う。

健康づくり推進
課

2,290万円

道路法に基づく道路占用許可や、道路工事の
施行承認、特殊車両の通行許可に関する事務
等、道路の適正管理のための業務を行う。

また、大袋駅自由通路を適正に管理するため
の保守管理業務のほか、道路陥没事故を未然に
防止するため、路面下空洞調査業務を行う。

【今年度の取組】
大規模災害時に、緊急輸送道路等の詳細な被

害状況を把握し、災害の拡大防止と早期復旧を
図るため、小型無人航空機（ドローン）を導入
する。

道路総務課

6億
8,762万円

　（仮称）桜井分署建設に係る整備を行う。

【今年度の取組】
令和8年度中の供用開始に向けて、（仮称）桜

井分署の建設工事などを行う。

消防総務課

防災施設整備事業
（総務費）

道水路管理業務費
（土木費）

消防署所整備事業
（消防費）

がん検診等事業
（衛生費）
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予算額 事業概要 課所室名
事業名
（款名）

8億
6,310万円

共同消防指令センター建設に係る整備を行
う。

【今年度の取組】
令和8年度からの供用開始に向けて、共同消防

指令センターの建設工事などを行う。

消防総務課

34億
2,140万円

複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、
さらに質の高い消防指令業務を展開するととも
に、消防行財政の合理化及び効率化を図るた
め、東南部地域を管轄する5消防本部（局）にお
いて、消防指令に関する事務を共同して管理及
び執行する。

【今年度の取組】
近隣市町による消防指令業務の共同運用に向

けて、消防指令システムの整備を行う。

消防総務課

共同消防指令セン
ター整備事業
（消防費）

消防指令業務共同
運用事業
（消防費）
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予算額 事業概要 課所室名

5,936万円

安心して子育てすることのできる環境を整備
し、子育て中の親の不安や孤立感の解消を図
る。

【今年度の取組】
こどもの居場所づくり推進のための補助金を

子ども食堂のほかにフードパントリーや学習支
援室に拡大し支給する。

また、家事や子育てに不安や負担を抱える世
帯を訪問し、必要な支援を行う。

子ども施策推進
課
こども家庭セン
ター

8億
3,067万円

保育所等の円滑な運営と保育・教育内容の充
実を図ることにより、多様化する子育てニーズ
に対応するべく、保育事業者等に対し、各種補
助金を交付する。

また、給食費実費負担の軽減を図るため、対
象となる世帯の保護者に対し、補助金を交付す
る。

【今年度の取組】
就労要件を問わず、時間単位等で利用可能な

「こども誰でも通園制度」を実施する保育事業
者に補助金を交付する。

子ども施策推進
課
保育入所課
保育施設課

3,940万円

仕事と子育ての両立の支援を目的として、市
内在住の生後3か月から小学校3年生までの病中
及び病気回復期にあり、保護者の都合で家庭で
の保育が困難な児童を一時的に保育する。

【今年度の取組】
市内3か所目となる病児保育室開設に向けて、

改修費等の経費に対する補助金を交付する。

子ども施策推進
課

500万円

【今年度の取組】
施設の改修工事に向けて、市民意向調査や

ワークショップ等、児童館の新たな機能につい
ての調査を実施する。

青少年課

244万円

【今年度の取組】
児童館などを活用し夏休み期間中における子

どもたちの居場所対策として、預かり保育を実
施する。

青少年課

事業名
（款名）

夏休みこども居場
所づくり事業
（民生費）

子育て支援事業
（民生費）

子育て充実事業
（民生費）

病児保育事業
（民生費）

児童館改修事業
（民生費）

◆『子どもが輝く社会に』への取組
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予算額 事業概要 課所室名
事業名
（款名）

2,416万円

妊娠届出時の全数面接や乳児全戸訪問により
育児不安の解消や子育ての孤立感の解消を図
り、母子の健康づくりを推進するほか、宿泊、
通所、訪問等により支援する産後ケア事業によ
り、産婦の育児負担の軽減を図る。

また、妊産婦や乳幼児の保護者に対し、講座
や教室を通し、妊娠、出産、育児に関する正し
い知識の普及や、地域における仲間づくり、父
親の育児参加を推進する。

【今年度の取組】
新生児を養育する家庭に対し、オリジナルで

オーダーできる要素を盛り込んだ絵本を贈呈す
る。

こども家庭セン
ター
健康づくり推進
課

小学校費
3,800万円

中学校費
2,000万円

【今年度の取組】
小中学校の特別教室等への空調設置に向け、

ＰＦＩ導入可能性調査を実施する。
学校管理課

1億
1,890万円

学校給食を安定して継続的に提供するため、
各学校給食センターの施設設備の改修等を計画
的に実施する。

【今年度の取組】
老朽化した学校給食センターの再整備を行う

ため、基本構想を策定する。

給食課

特別教室等空調設
備設置事業
（教育費）

給食センター施設
改修費
（教育費）

母子健康づくり事
業
（衛生費）
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予算額 事業概要 課所室名

349万円

環境に配慮した農業を推進するため、園芸用
廃ビニールの再利用等の取組みや特別栽培農作
物の生産を支援する。

また、農業経営の安定化を図るため、共済事
業や害虫防除対策に係る費用の一部を支援す
る。

【今年度の取組】
水稲の収量減や品質の低下に大きな影響を及

ぼすイネカメムシの防除に対する取組を支援す
る。

農業振興課

1億
341万円

【今年度の取組】
「水辺deベンチャーチャレンジ」の事業実施

のために必要な水辺施設のインフラ整備等を行
う。

経済振興課

1,600万円

市内産業の活性化を図るため、その主要な担
い手となる創業者の育成・支援を行う。

【今年度の取組】
大相模調節池の水辺で、創業希望者を対象と

した試験的な出店ができる仕組みを展開する。

経済振興課

3億
464万円

地域公共交通協議会の運営を行うとともに、
越谷市地域公共交通計画に基づき、利便性が高
く、持続可能な交通ネットワークの形成を図
る。

【今年度の取組】
高齢者を対象としたキャッシュレス決済によ

る運賃補助事業を実施し、福祉的支援に取り組
むとともに、デジタル技術を活用して公共交通
の利便性向上を図る。

都市計画課

事業名
（款名）

　　　　　　　予算全般：行財政部財政課長　横井　時章
　　　　　　　電話０４８－９６３－９１１５
　　※個別の事業内容は、所管の課所室へお問い合わせください。

　　　　【お問い合わせ】

公共交通事業
（土木費）

農業環境衛生改善
事業
（農林水産業費）

創業者育成支援事
業
（商工費）

水辺活用事業
（商工費）

◆『越谷の未来を創る』取組
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